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意義 的公表の意義、目的
選ばれる大学になる。

入学後のミスマッチを無くす。

学内、学外を問わず、現状を知ってもらう。

親近感、親しみを持ってもらえるようにする。

「公開」でなく、なぜ「公表」なのか

公開は責任を果たすための最低限の情報を開示
する。

公表は戦略的な情報を提供する。

各大学は、強みや弱みをどのように
公表しているか？公表

教職員、学生によるブログを通じ、生の
声を伝えている。声を伝えている。

国際化に対応すべく、多言語によるWeb
ページを提供ペ ジを提供。

地域社会への貢献活動をPRしている。

不祥事のお詫びを掲載すると共に 今後不祥事のお詫びを掲載すると共に、今後
の対策を提示している。

ば弱みを公表しなければならない広報チーム

隠すことのデメリットを考慮すると、隠さずに
公表す とが望ま公表することが望ましい。

何を目指すのか？目的は？

正確な現状と適切な対策を明示し、誠実な対応
をアピールする。

具体的な公表の内容（プラン）を考える。
最適な公表手法（Web、書面、報告会等）の選
定を行う。

私たち職員に求められる役割
情報をまとめる

受け手のニーズ分析を行う。

公表する情報の調査を行う。

意志統一

教員への働きかけを行う。

公表の手段・方法・運用

最適な公表手法（Web、書面、報告会等）の
選定を行う選定を行う。

更新、メンテナンスを行い情報公表を恒常化
するする。



社会は「向上心を常に持ち続け、協
調性を持って仕事に臨む人材」を求調性を持って仕事に臨む人材」を求
めている。

大学は上記のような人材を育成でき大学は上記のような人材を育成でき
ていないのが実情である。

社会の求める人材を育成する為に、
教育の質的転換が必要とされる。教育の質的転換が必要とされる。

職員

データ、現状を把握しておき、問題提起、デ タ、現状を把握しておき、問題提起、
働きかけを行う。

教員教員
問題意識を共有する。

合意形成 意志統合意形成、意志統一
議論の場を設ける。

求める人材像に向けてのポリシーを再考
する。する。

LMS等のシステムを用い、授業評価
アンケートを行う。ケ ト 行 。

システムをコミュニケーションツー
ルとして活用し教員と学生と職員のルとして活用し教員と学生と職員の
情報共有を行う。

ICTを活用した相互評価を行う環境作
り。り。

社会 求め 人材を育成す 為に を活社会の求める人材を育成する為に、ICTを活用し
たPDCAサイクルを構築する。

• LMS等を用いたデー
タの収集

• カリキュラムポリ
シーに則した授業
が行われている
か？

Plan Do

• 課題の抽出• 教職員連携の合意

CheckAction

• 問題意識の共有形成、意志統一を
図る

情報公表と情報活用に共通する、職員として
あるべき姿勢。

情報収集

情報を集め、調査・分析する。情報を集め、調査 分析する。

情報の可視化

ICTを活用し、情報を共有する。

情報の活用情報の活用

ステークホルダーへ働きかける。


